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⽇本語概要 
 

オークションは資源・財を効率的に配分する有⽤な⽅法であり、実際に周波数ライセン
スや⾞両保有権、または⼟地といった公共資源がオークションを⽤いて配分されている。
標準的なオークション理論では効⽤の「準線形性」が仮定されているが、準線形型効⽤関
数は⽀払い価格に対する所得効果が考慮されていない。しかし、現実で実装されているオ
ークションでは⽀払価格が⼤規模になりうるため、所得効果の存在を無視できない。
Demange and Gale (1985) は所得効果が存在する環境において、最⼩価格ワルラスルール
（Minimum price Walrasian rule; MPWルール）が耐戦略性、パレート効率性、個⼈合理
性、⽀払⾮負性を満たすルールであることを明らかにし、Morimoto and Serizawa (2015) 
は⼊札者の数が財の数を上回るとき、これらの公理を満たすルールが唯⼀MPWルールで
あることを⽰した。 
 オークションで対象となるものは、⼟地や周波数ライセンスといった公共部⾨や⺠間部
⾨が過去に別の⽤途で使⽤していたものであることが⼀般的である。これらの部⾨（売り
⼿側）はオークションの対象物から利益を得ているため、資源の効率的な配分を達成する
には、売り⼿側の利益を考慮する必要がある。また、オークションを実施する際、⼊札者
を⼗分に集めることができず、⼊札者の数が財の数を下回る場合が存在する。 

Morimoto and Serizawa (2015) で得られた分析は、⼊札者が⼗分に集まり、かつ売り⼿
が財から利益を得ないケースでのみ成り⽴つため、⼀般的な環境においてMPWルールが
唯⼀望ましい性質をもつルールであるか否か、判断できない。本研究では⼊札者と財の数
や売り⼿の利益にかんする仮定を排除しMorimoto and Serizawa (2015) の結果を拡張した。
本研究で得られた結果は以下のとおりである。1) 各々の売り⼿の利益と⼀致する留保価格
を伴うMPWルールが耐戦略性、（売り⼿の利益を反映した）パレート効率性、個⼈合理性、
⽀払⾮負性を満たす唯⼀のルールである。また、2) この特徴づけは⽀払⾮負性を売り⼿側
個⼈合理性（各財の⽀払価格は売り⼿の利益を上回るか同等）に置き換えても成り⽴つ。 
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